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CHAPTER1

序論

- Yokkaichi University. -

当グループは

『地域と大学』

について

『地域の外国人と大学』

の観点から論じる。
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調査内容は、

2020/12/5-6 - Yokkaichi University. - 5

CHAPTER2

調査内容

① 「四日市市の外国人住民数と現状」

② 「聞き取り調査」

の２種類。
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① 「四日市市の外国人住民数と現状」
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CHAPTER2

調査内容

◼ 都道県別在留外国人数の割合 全国4位 [平成29年末]

◼三重県市町村別外国人在住者 第 1 位 [令和元年]

◼三重県四日市市外国人在住者 10,769人 [令和2年3月末現在]
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調査内容
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(※グラフ→四日市市役所/市民生活課/多文化共生推進室/配布資料を基に作成)
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外国人在住者全体
（四日市市）

の93％を占める

上位10ヵ国。
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調査内容

(※表→四日市市役所/市民生活課/多文化共生推進室/配布資料を基に作成)

国名 人数 割合

ブラジル 2405人 22%

中国 1594人 15%

韓国・朝鮮 1589人 15%

ベトナム 1462人 14%

フィリピン 907人 8%

ネパール 824人 8%

ペルー 526人 5%

タイ 285人 3%

インドネシア 266人 2%

ボリビア 236人 2%

その他 675人 6%

計 10769人 100%
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調査内容

(※グラフ→四日市市役所/市民生活課/多文化共生推進室/配布資料を基に作成)

22%

15%

15%
14%

8%

8%
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3%
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2%
6%

円グラフver.

ブラジル 2405人

中国 1594人

韓国・朝鮮 1589人

ベトナム 1462人

フィリピン 907人

ネパール 824人

ペルー 526人

タイ 285人

インドネシア 266人

ボリビア 236人

その他 675人
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② 「聞き取り調査」
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調査内容

2つ目
→「自治体の考える地域と大学との連携。」

(聞き取り先：四日市市役所/市民文化部/市民生活課/多文化共生推進室)

～伺った内容は以下の通り～

1つ目
→「地域が抱える問題や多文化共生のために必要なこと。」
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(聞き取り先：四日市市役所/市民文化部/市民生活課/多文化共生推進室)

～調査より出た回答は以下の通り～

◼ ゴミの処理・分別に関する問題 ◼ コミュニケーション

◼ 住民の情報が欲しい◼ 支援しすぎない難しさ

◼ 互いの文化を尊重する ◼ 依頼型より提案型
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2つ目
「多角的な視点が求められること。」

そして、最も重要な3つ目は…
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CHAPTER3

結論・考察

調査結果から「3つ」のことがわかった。

1つ目
「数え切れないほどの問題があること。」
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（補足：ここでの「地域」とは「自治体」のこととする。）
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3つ目は、

「大学側から地域に提案していくこと」

である。
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CHAPTER4

提案
提案内容（一覧）

◆リサイクル

◆動画配信による情報発信

◆地域企業との連携

教授ver.
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CHAPTER4

提案
提案内容（一覧）

◆現地講座

◆情報提供

◆コミュニケーション問題
の改善・解決

当グループver.
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CHAPTER4

感想

研究を通して「感じたこと」

・外国人住民は、日本社会・日本経済への貢献していること。

・日本人と外国人との「共生」は必要不可欠であること。

・人々が暮らしやすい「まちづくり」を実現していく必要が
あること。
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CHAPTER4

感想
研究を通して「理解が深まったこと」

・『地域』における『大学』の在り方。

・「まちづくり」のための一つの資源
として『大学』も協働すること。

・ 手段として“提案型”を用いること。

以 上
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ご清聴ありがとうございました。


